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都市内部構造研究の概略
樋口（1985）より

モデルの構築
↓

社会地区分析
↓

計量的手法
↓

社会問題への注目
↓

問題提起的研究



近代川崎の公害問題と地域住民



日本の工業都市における公害問題の
地域性に関する研究

 工業化初期（戦前）の公害問題→川崎

 高度経済成長期の公害問題→川崎

 地方都市の公害問題→水島、和歌山

 公害反対運動の形成要因



GISを用いた分析



川崎における公害裁判原告の分布
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人口密度（人／ｋ㎡）
対象外・0人
5千人未満
5千人以上1万人未満
1万人以上2万人未満
2万人以上3万人未満
3万人以上

河川・海域
# 公害裁判の被告企業工場

国道
鉄道

# 川崎公害裁判原告居住地
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原告の誕生年（上）と居住開始年（下）
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地下環境に起因する集落の分布

 金田（1993）

『微地形と中世村落』

→微地形と土地利用

・三角州

・自然堤防

・扇状地

⇒土地利用の集約化と

微地形の克服

 金田（1970→1985）

「砺波平野における中世
開発と表土との関連に
ついての若干の考察」

→近世の大規模な新田
開発以前の集落は、
表層地質に規定される

⇒地下環境による

開発の時代差



川崎臨海部（多摩川下流部右岸）の
地下環境（門村、1961）



プロジェクトへ貢献するための仮説

 集落は土地利用条件の良好なところに立地

 人口増加による都市化は面積の拡大を伴う

 新たな住宅地は土地利用条件を軽視

 都市問題および環境問題の発生地にも関連

 都市の地下環境は都市の内部構造を規定


